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▼
２
０
２
４
年
も
年
の

瀬
を
迎
え
、
多
く
の
若
者

が
新
た
な
門
出
を
前
に
、

夢
や
希
望
を
抱
き
社
会
に

飛
び
出
す
準
備
に
追
わ
れ

る
。
ま
た
親
は
我
が
子
を

社
会
に
送
り
出
す
こ
と
へ

の
不
安
が
入
り
混
じ
り
、

と
に
か
く
「
幸
せ
に
な
っ

て
欲
し
い
」
と
願
う
ば
か

り
で
は
な
か
ろ
う
か
。
▼

近
年
、
引
越
し
を
伴
う
い

わ
ゆ
る
「
ど
こ
で
も
転

勤
」
に
拒
否
感
を
抱
く
若

者
が
増
え
て
い
る
と
い

う
。
理
由
は
生
活
環
境
の

変
化
、
育
児
や
介
護
な
ど

に
重
き
を
置
き
「
居
住
地

や
自
分
ら
し
さ
、
家
族
と

の
時
間
の
重
視
、
不
本
意

な
転
勤
に
対
す
る
退
職
の

選
択
」
と
の
こ
と
だ
。
生

活
と
労
働
に
対
す
る
考
え

方
の
変
化
に
伴
い
、
当
然

企
業
も
対
策
を
講
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
▼
Ｊ
Ｒ

東
日
本
の
生
産
性
向
上
、

効
率
化
の
み
を
主
眼
に
置

い
た
人
事
施
策
、
「
社
員

に
寄
り
添
わ
な
い
企
業
経

営
」
で
は
、
ワ
ー
ク
・
エ

ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
向
上

や
帰
属
意
識
は
決
し
て
生

ま
れ
な
い
こ
と
を
、
肝
に

銘
じ
る
べ
き
で
あ
る
。
▼

社
員
が
働
き
が
い
を
感

じ
、
地
域
か
ら
愛
さ
れ
る

企
業
と
は
何
か
。
労
働
者

の
声
に
耳
を
傾
け
、
健
全

な
企
業
と
し
て
の
「
変

革
」
を
切
に
願
う
ば
か
り

で
あ
る
。
（
Ｈ
・
Ｓ
） 

 

１１
月
２６
日
、
越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
「
船
橋
統
括
セ
ン

タ
ー
分
会 

結
成
大
会
」
を
開
催
し
、
千
葉
の
地
で
輸
送
サ
ー
ビ
ス

労
組
の
分
会
を
初
め
て
結
成
し
ま
し
た
。 

本
大
会
に
は
、
船
橋
統
括
セ
ン
タ
ー
乗
務
ユ
ニ
ッ
ト
の
所
属
と
な

っ
た
八
王
子
地
本
武
蔵
野
運
輸
区
分
会
京
葉
派
出
班
、
大
宮
地
本
さ

い
た
ま
車
掌
区
分
会
、
東
京
地
本
京
葉
運
輸
区
分
会
を
は
じ
め
、
総

勢
４０
名
を
超
え
る
仲
間
が
結
集
し
ま
し
た
。
大
会
討
議
で
は
、
寝
室

の
環
境
や
食
事
用
備
品
の
改
善
、
長
時
間
・
長
距
離
乗
務
（
運
転
士

泊
４
６
０
㌖
超
え
、
日
勤
３
６
０
㌖
超
え
、
車
掌
泊
５
０
０
㌖
超
え

な
ど
）
の
改
善
、
連
続
乗
務
時
間
（
ロ
ン
グ
ラ
ン
）
の
是
正
・
短
縮

を
求
め
る
切
実
な
声
の
ほ
か
、
船
橋
統
括
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
な
く
千

葉
の
各
地
に
い
る
組
合
員
・
仲
間
と
も
連
帯
し
、
輸
送
サ
ー
ビ
ス
労

組
運
動
を
つ
く
り
出
し
て
い
く
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

今
回
、
結
成
し
た
船
橋
統
括
セ
ン
タ
ー
分
会
は
、
輸
送
サ
ー
ビ
ス

労
組
が
千
葉
に
地
本
を
結
成
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
中
央
本
部
Ｊ

Ｔ
Ｓ
Ｕ―

Ｅ
千
葉
エ
リ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
所
属
す
る
分
会
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
Ｊ
Ｔ
Ｓ
Ｕ―

Ｅ
千
葉
エ
リ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
千
葉
の
地
で
奮
闘
し
続
け
て
い
る
組
合
員
と
す
べ
て
の
仲
間

と
連
帯
し
、
組
合
員
の
雇
用
・
利
益
を
守
り
、
す
べ
て
の
仲
間
の
労

働
条
件
の
向
上
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。 

  

１２
月
１
日
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
千
葉
支
社
は
「
千
葉
支
社
の
現
業
機
関

の
柔
軟
な
働
き
方
」
施
策
に
よ
る
現
業
機
関
の
再
編
を
実
施
し
、
蘇

我
運
輸
区
が
茂
原
統
括
セ
ン
タ
ー
蘇
我
乗
務
ユ
ニ
ッ
ト
へ
と
変
わ

り
、
蘇
我
運
輸
区
京
葉
派
出
所
の
全
行
路
が
船
橋
統
括
セ
ン
タ
ー
乗

務
ユ
ニ
ッ
ト
へ
移
管
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
に
伴
っ
て
蘇
我
運
輸

区
京
葉
派
出
所
に
加
え
、
大
宮
支
社
さ
い
た
ま
車
掌
区
、
首
都
圏
本

部
京
葉
運
輸
区
か
ら
行
路
移
管
を
行
い
、
７０
名
規
模
の
人
事
異
動
を

行
い
ま
し
た
。 
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２
０
２
４
年
も
あ
と
少
し

で
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
こ
の
一
年
を
ど
の

よ
う
に
振
り
返
り
ま
す
か
。 

組
は
、
２
０
２
４
年
春
闘
に
お
い
て
過
去

最
高
水
準
の
賃
上
げ
（
１
６
，
９
７
３
円
）

を
実
現
し
、
期
末
手
当
交
渉
を
堂
々
と
た

た
か
い
、
さ
ら
に
は
年
末
に
示
さ
れ
た
処

遇
改
善
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
要
求
の
一
部

を
実
現
し
ま
し
た
。
ま
た
、
脱
退
パ
ワ
ハ

ラ
訴
訟
で
は
、
東
京
高
裁
に
お
い
て
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
で
の
管
理
職
に
よ
る
脱
退
強

要
の
不
当
労
働
行
為
と
、
18
春
闘
下
に

い
く
つ
か
の
職
場
で
「
脱
退
勧
奨
が
行
わ

れ
た
可
能
性
が
高
い
」
と
の
認
定
を
か
ち

取
っ
た
勝
利
判
決
が
確
定
し
、「
あ
っ
た

こ
と
を
な
か
っ
た
こ
と
に
は
で
き
な
い
」

が
結
実
し
た
節
目
の
年
と
な
り
ま
し
た
。 

他
方
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
は
高
輪
ゲ
ー

ト
ウ
ェ
イ
シ
テ
ィ
や
Ｊ
Ｒ
Ｅ
バ
ン
ク
な

ど
の
華
や
か
な
ニ
ュ
ー
ス
の
一
方
で
、
み

ど
り
の
窓
口
混
雑
問
題
や
ダ
イ
ヤ
改
正

で
の
減
便
な
ど
は
、
多
く
の
利
用
者
に
ご

不
便
を
お
か
け
す
る
事
態
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
安
全
面
で
は
、
新
幹
線
の
度

重
な
る
事
故
・
事
象
や
、
電
車
の
輪
軸
圧

入
力
の
不
正
・
改
ざ
ん
・
隠
蔽
な
ど
で
利

用
者
か
ら
の
信
用
は
揺
ら
い
で
い
ま
す
。

ま
た
、
統
括
セ
ン
タ
ー
化
や
「
融
合
と
連

携
」
が
進
む
中
で
、
業
務
量
の
増
加
と
要

員
不
足
に
よ
っ
て
、
疲
弊
し
て
い
る
社
員

が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
が
最
大
の
課
題
と
し
て
い
る

労
組
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
今
年
も
相
次
ぎ
、

人
事
要
員
施
策
と
組
み
合
わ
せ
て
、
優
れ

た
社
員
や
管
理
者
の
異
職
種
で
の
長
期

間
に
わ
た
る
就
業
や
、
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
施
策
に
よ
る
配
置
転
換
な
ど
、
鉄

道
業
の
本
分
を
お
ざ
な
り
に
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
各
職
場
の
過
半
数
代
表
者
選
挙
で

は
、
労
組
へ
の
誹
謗
中
傷
が
行
わ
れ
、
池
袋
統
括

セ
ン
タ
ー
で
は
、
社
友
会
会
員
へ
の
経
費
援
助
ま

で
発
覚
し
ま
し
た
。
残
念
な
こ
と
で
す
が
、
Ｊ
Ｒ

東
日
本
に
お
け
る
労
務
管
理
は
「
ふ
て
き
せ
つ
」

と
揶
揄
さ
れ
る
ほ
ど
前
時
代
的
で
す
。
世
界
の
潮

流
は
「
脱
炭
素
の
次
は
人
権
が
来
る
」
と
言
わ
れ

る
ほ
ど
、
働
く
者
の
人
権
を
守
る
こ
と
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
は
今
夏
「
国
連

グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
」
に
署
名
し
た
こ
と

を
公
表
し
ま
し
た
が
、
自
ら
「
10
の
原

則
」
に
違
反
し
て
お
り
、
経
営
責
任
を
取

る
べ
き
で
す
。
こ
れ
ら
の
古
典
的
な
労
務

管
理
の
背
景
に
は
、
企
業
内
の
人
権
デ
ュ

ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
が
全
く
機
能
し
て

い
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
沈
黙
す
る
者
、
傍
観
す
る
者
、

代
理
人
状
態
の
者
の
存
在
に
よ
っ
て
、
人

権
を
蹂
躙
し
た
労
務
管
理
が
野
放
し
に

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
下
支
え
の
最
た
る

存
在
が
、
会
社
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
標
榜
す

る
社
友
会
と
言
え
ま
す
。 

輸
送
サ
ー
ビ
ス
労
組
は
、「
労
組
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
は
許
さ
れ
な
い
」
と
す
る
Ｊ
Ｒ

東
日
本
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
築
く
た
め

に
、
今
後
も
あ
ら
ゆ
る
手
を
尽
く
し
て
起

ち
上
が
る
こ
と
を
約
束
し
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
の
よ
う
な
不
条
理
に
は
決
し
て
屈

し
な
い
決
意
を
固
め
る
こ
と
を
全
組
合

員
に
訴
え
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
被
害
を
受

け
て
い
る
の
は
組
合
員
で
あ
り
、
組
合
員

の
不
利
益
を
解
消
さ
せ
る
こ
と
を
抜
き

に
し
て
、
健
全
な
Ｊ
Ｒ
東
日
本
・
グ
ル
ー

プ
会
社
は
つ
く
ら
れ
な
い
と
確
信
し
て

い
る
か
ら
で
す
。 

先
日
、
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ
ス
関
東
労
組

の
仲
間
が
不
当
労
働
行
為
と
た
た
か
っ

て
い
る
姿
を
見
て
「
こ
の
よ
う
な
不
条
理

を
続
け
さ
せ
な
い
！
」「
私
た
ち
が
負
け

る
時
は
、
声
を
上
げ
る
こ
と
を
止
め
た
時

だ
、
絶
対
に
負
け
な
い
ぞ
！
」
と
決
意
を

打
ち
固
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
輸
送

サ
ー
ビ
ス
労
組
は
来
年
２
月
、
結
成
５
周

年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
５
年
間
で

Ｊ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
議
員
懇
談
会
の
会
員
は
37
名

に
な
る
な
ど
連
帯
の
輪
は
大
き
く
広
が
っ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
は
結
成
の
原
点
を
忘
れ
ず
、
人
間

に
し
か
な
い
「
共
感
力
」
を
大
切
に
し
ま
し
ょ

う
！ 皆

さ
ん
、
良
い
年
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。 

 

こ
の
１
年
を
振
り
返

る
と
輸
送
サ
ー
ビ
ス
労

  

次回、第８回調査は東京都労働委員会において２０２４年  
12月23日（月）10時30分からの予定です。 

  

次回、第８回調査は東京都労働委員会において２０２５年   
1月9日（木）10時00分からの予定です。 

  

次回、第７回調査は東京都労働委員会において２０２５年
２月19日（水）10時30分からの予定です。 

≪JTSU-E２０２５“春”具体的取り組み≫ 
 

１．“命をあずかる労働”を担う自覚と責任に踏まえ、 

ＪＲ東日本の安全性再確立を実現させ、地域と社会に 

必要とされるＪＲ東日本を創造する取り組み  

(１)連続して発生し続ける事故と事象に真摯に向き合い、すべての仲間の命と家

族を守り抜くために、安全最優先の信頼されるＪＲ東日本経営を実現する 

(２)安全性と利便性を置き去りにする長編成ワンマン運転開始に反対し、利用者

の安全と安心を基礎に、未来の鉄道のあり方を検討する 
 

２．全職場から創造する“日常活動”を通じて、 

ＪＲ東日本輸送サービス労働組合の飛躍と 

真の笑顔と活気あふれる職場を創造する取り組み  

(１)国連が指導する「ビジネスと人権」の精神を基礎に、一切の労組ハラスメン

トと不法行為を根絶させ、人権無視のジョブローテーション撤廃と JR 東日

本輸送サービス労働組合への結集を実現する 

(２)２０２４年度年末手当の低水準を打ち破り、労働実態に即した諸手当の実現

と総合労働条件改善、好業績の背景にある職場の努力と労働の価値を正当に

評価した“賃金のベースアップ”を「２０２５春闘」において実現する 

(３)「統括センター」化による労働の複務化や業務量を検証し、働きがい・生き

がい・こころの豊かさが保障される輸送サービス労働を実現する 

本
部
は
12
月
６
日
、
滝
野
川
会
館
に

お
い
て
全
機
関
役
員
会
議
を
開
催
し
、

賃
金
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
に
向
け
「
２
０

２
５
春
闘
」
を
全
組
合
員
で
た
た
か
い

抜
く
方
針
を
全
体
で
確
認
し
ま
し
た
。

安
全
性
再
確
立
は
も
ち
ろ
ん
、
人
権
を

無
視
し
た
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

の
撤
廃
、
労
組
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
不
法

行
為
の
根
絶
な
ど
、
職
場
で
発
生
す
る

課
題
を
解
決
し
、
働
き
が
い
・
生
き
が

い
・
こ
こ
ろ
の
豊
か
さ
が
実
感
で
き
る

職
場
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
も
、
す
べ

て
の
仲
間
と
共
に
職
場
か
ら
輸
送
サ

ー
ビ
ス
労
組
運
動
を
構
築
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

職
場
の
声
無
き
声
に
耳
を
傾
け
、
私

た
ち
の
主
張
を
職
場
の
隅
々
ま
で
浸

透
さ
せ
「
２
０
２
５
春
闘
」
勝
利
と
職

場
の
課
題
解
決
を
め
ざ
し
ま
す
。 

【労使交渉における合意事項】 

・ＪＲからの労務単価費や業務受託費の適正化の協議を深め、その利益と 

して得た業務収益を原資として社員還元の充実を図っていく。 

・回答は、組合の意見を踏まえ、物価高や生活実感を考慮要素として、      

社員の働きがい・生きがいが持てるようにしたものである。 

・今回の回答水準は昨年と同様だが、支給額を大幅に増加させている。 

今後も賃金をはじめとした総合労働条件の改善が不可欠であり､労使   

議論を引き続き取り組んでいく。 


